
子
供
時
代
に
覚
え
た
懐
か
し
い
童
謡

に
は
、
ど
ん
な
に
歳
を
重
ね
て
も
、
歌

詞
の
〓
即
を
見
る
だ
け
で
口
ず
さ
め
る

曲
が
多
い
は
ず
。
（
お
も
ち
ゃ
の
マ
ー
チ
）

そ
り

（
赤
い
構
）
（
山
は
夕
焼
け
）
な
ど
、
心
に

残
る
メ
ロ
デ
ィ
を
生
み
出
し
た
の
は
作

曲
家
の
小
田
島
樹
人
。
彼
は
晩
年
、
秋

田
の
音
楽
教
育
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。

小
田
島
樹
人
は
、
明
治
1
8
（
1
8
8
5
）

年
3
月
1
9
日
、
鹿
角
郡
花
輪
町
（
現
鹿

角
市
）
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
地
元
で

代
々
続
く
「
井
桁
屋
」
と
呼
ば
れ
る
造

り
酒
屋
を
営
む
御
用
商
人
で
士
族
だ
っ

た
。
父
は
初
代
鹿
角
郡
長
を
務
め
、
の

このコーナーでは、歴史上のさまざまな分野におこ

いて活躍した秋田県出身の先覚者たちとその偉二

業を紹介します。今回は鹿角市出身の作曲家・音；

楽教育者小田島樹人（1885～1959）の生涯です。iゆ
う
ぎ

ち
に
花
輪
町
長
に
な
っ
た
小
田
島
由
義
。

母
は
、
夫
と
と
も
に
婦
人
修
養
会
・
白

百
合
会
を
組
織
し
た
秋
田
県
初
の
婦
人

運
動
家
の
小
田
島
バ
ツ
。
樹
人
は
こ
の

夫
婦
の
」
ハ
男
二
女
の
二
男
で
、
本
名
を

次
郎
と
い
う
。

樹
人
は
花
輪
小
学
校
の
高
等
科
を
終

え
た
後
、
明
治
3
2
（
1
8
9
9
）
年
に

岩
手
県
の
盛
岡
中
学
へ
入
学
。
明
治

3
7
（
1
9
0
4
）
年
に
は
鹿
児
島
県
の

第
七
高
等
学
校
造
士
館
理
科
に
進
学
し
、

化
学
薬
学
を
志
し
た
。

と
こ
ろ
が
翌
年
、
明
治
3
8
（
1
9
0
5
）

年
5
月
2
7
日
の
花
輪
大
火
に
よ
り
生
家

は
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

小
田
島
家
は
一
家
を
挙
げ
て
東
京
の
青

山
高
樹
町
に
移
り
住
ん
だ
。
由
義
は
郷

里
か
ら
木
炭
を
取
り
寄
せ
、
商
い
を
始

め
た
。
九
州
に
い
た
樹
人
も
同
じ
年
に

高
等
学
校
を
中
退
し
、
上
京
し
た
。

小
田
島
家
は
樹
人
の
ほ
か
、
父
や
兄

弟
も
俳
句
を
嗜
ん
で
い
た
。
「
樹
人
」

は
次
郎
の
俳
号
で
、
こ
の
名
前
は
一
家

が
東
京
で
暮
ら
し
た
高
樹
町
に
ち
な
ん

で
い
る
。

樹
人
と
音
楽
と
の
接
点
を
遡
る
と
、

彼
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
故
郷
に
あ

る
。
鹿
角
郡
長
だ
っ
た
由
義
は
近
代
化

を
推
進
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
花
輪
町

に
は
秋
田
県
内
で
も
西
洋
の
文
化
や
音

楽
が
い
ち
早
く
入
っ
て
き
た
地
域
だ
っ

た
。
日
露
戦
争
の
頃
に
は
、
町
で
出
征

軍
人
を
歓
送
す
る
行
進
に
は
楽
隊
が
先

導
し
て
音
楽
を
奏
で
た
。
こ
の
楽
隊
の

中
に
は
樹
人
と
兄
弟
の
姿
も
あ
っ
た
。

明

治

4

1

（

1

9

0

8

）

年

3

月

、

樹

人
は
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
た
。
同

級
生
に
は
、
の
ち
に
松
井
須
磨
子
の

（
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
）
で
流
行
作
曲

家
と
な
っ
た
中
山
晋
平
も
い
た
。
病
気

療
養
で
休
学
を
挟
み
な
が
ら
、
予
科
1

年
、
本
科
器
楽
科
3
年
を
経
て
、
大
正

3
（
1
9
1
4
）
年
に
卒
業
。
卒
業
後

は
東
京
芝
区
三
光
小
学
校
で
音
楽
教
師

に
な
っ
た
。

大

正

4

（

1

9

1

5

）

年

、

3

1

歳

の

樹
人
は
、
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
「
ホ
ト
ト

う
ん
の
あ
つ
し

ギ
ス
」
の
句
会
で
詩
人
の
海
野
厚
に
出

会
っ
た
。
1
1
歳
年
下
の
海
野
と
樹
人
は
、

俳
句
仲
間
と
し
て
意
気
投
合
し
、
親
交

を
深
め
て
い
っ
た
。

大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
、
児
童
文

学
者
の
鈴
木
≡
重
吉
が
童
話
誌
『
赤
い

鳥
』
を
創
刊
。
当
時
の
政
府
が
主
導
し

た
唱
歌
教
材
に
憂
い
、
子
供
の
純
粋
な

情
操
を
育
む
た
め
の
童
話
と
童
謡
を
創

作
し
て
世
に
広
め
る
「
赤
い
鳥
運
動
」

を
開
始
し
た
。
こ
の
運
動
に
影
響
を
受

け
た
海
野
は
、
童
謡
詩
人
を
志
す
よ
う

に
な
っ
た
。

樹
人
は
、
学
生
時
代
の
病
気
が
再
発

し
、
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
に
三
光

小
学
校
を
辞
職
。
同
じ
年
に
三
枝
綾
野

と
結
婚
し
、
翌
年
に
は
三
菱
金
属
鉱
業

研
究
所
の
図
書
係
の
職
に
就
い
た
。
当

時
の
樹
人
は
音
楽
か
ら
は
離
れ
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
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大
正
1
1
（
1
q
二
ノ
〓
∠
）
年
、
小
田
島

樹
人
、
海
野
厚
、
そ
し
て
東
京
音
楽
学

校
同
窓
の
中
山
晋
平
、
外
山
国
彦
の

詳
4
人
は
新
し
い
童
謡
楽
譜
シ
リ
ー
ズ

を
つ
く
る
た
め
に
「
鳩
の
笛
同
人
会
」

を
結
成
し
た
。
同
年
1
2
月
、
白
眉
出

版
社
か
ら
『
子
供
達
の
歌
』
第
1
集
「
赤

い
構
」
を
創
刊
。
樹
人
は
表
題
の
（
赤

い
構
）
と
（
秋
の
夜
）
の
作
曲
を
担
当
し

た
。
大
正
1
2
（
1
q
二
∠
3
）
年
1
月
の

弟
2
集
「
七
色
鉛
筆
」
で
は
（
お
も
ち
ゃ

の
マ
ー
チ
）
を
、
そ
し
て
同
年
5
月
の

弟
3
集
「
背
く
ら
べ
」
で
は
（
向
日
葵
）

ハ
山
は
夕
焼
け
）
を
樹
人
が
作
曲
。
い

す
れ
も
海
野
が
詩
を
書
い
た
。
海
野
が

訳
詩
を
し
た
外
国
民
謡
も
交
え
た
『
子

供
達
の
歌
』
シ
リ
ー
ズ
は
第
4
集
ま
で

循
集
さ
れ
た
が
、
最
後
の
も
の
は
未
刊

と
な
っ
た
。
樹
人
は
短
い
期
間
で
、
後

世
に
残
る
名
曲
を
送
り
出
し
て
い
る
。

樹
人
の
親
友
で
あ
り
、
か
け
が
え

の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー

だ
っ
た
海
野
は
、
大

正
1
4
（
1
q
二
∠
5
）
年

5
月
2
8
日
に
、
結
核

の
た
め
2
8
歳
の
若
さ

で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

海
野
の
死
後
、
樹
人

は
作
曲
よ
り
も
唱
歌

教
材
集
の
編
集
出
版

に
取
り
組
ん
だ
。

昭
和
2
（
1
q
二
∠
7
）
年
、
樹
人
は

二
一
菱
金
属
を
辞
め
て
都
新
聞
編
集
局
に

入
社
し
、
俳
壇
選
者
と
な
っ
た
。
昭
和

6
（
1
9
3
1
）
年
頃
に
は
童
謡
（
大
曲

小
唄
）
（
花
輪
小
唄
）
な
ど
、
当
時
流

行
し
て
い
た
小
唄
を
発
表
し
た
。

樹
人
は
妻
綾
野
と
の
間
に
四
女
を
も

う
け
た
二
人
は
天
折
）
が
、
昭
和
8

（
1
9
3
3
）
年
1
月
、
ま
だ
幼
い
娘
た

ち
を
の
こ
し
た
ま
ま
、
妻
が
他
界
し
た
。

樹
人
を
再
び
故
郷
に
呼
ん
だ
の
は
、

卒
業
後
に
帰
郷
し
、
教
職
に
就
い
て
い

た
実
弟
の
阿
部
六
郎
だ
っ
た
。
昭
和

1
1
（
1
9
3
6
）
年
、
樹
人
は
六
郎
が

教
頭
を
務
め
る
県
」
望
化
輪
高
等
女
学
校

（
現
花
輪
高
校
）
で
音
楽
と
国
語
の
教

師
に
な
っ
た
。

昭
和
1
5
（
1
9
4
0
）
年
に
は
県
立

秋
田
中
学
校
（
現
秋
田
高
校
）
の
講
師

と
し
て
転
任
し
、
秋
田
市
に
移
っ
た
。

昭

和

1

8

（

1

9

4

3

）

年

に

は

、

花

輪
高
女
時
代
の
教
諭
仲
間
だ
っ
た
宮
下

ト
シ
を
妻
に
迎
え
た
。

銀
髪
頭
で
瓢
々
と
し
て
い
る
樹
大
先

生
は
、
生
徒
た
ち
か
ら
絶
大
な
人
気
を

誇
っ
た
。
「
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
が
楽
し
く

て
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
（
魔
王
）
を
4

回
も
続
け
て
授
業
で
聞
か
せ
た
」
な
ど

の
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。
華
々
し
い
経

歴
を
持
ち
な
が
ら
も
、
出
世
に
は
あ
ま

り
興
味
を
持
た
ず
、
講
師
の
ま
ま
昭
和

2
9
（
1
9
5
4
）
年
に
退
職
す
る
ま
で

夜
学
で
教
え
た
。

ま
た
樹
人
は
、
学
校
教
育
の
現
場
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
生
涯
学
習
や
、
戦

後
の
秋
田
県
の
音
楽
復
興
運
動
の
第
一

線
に
立
ち
、
音
楽
教
育
の
発
展
に
も
尽

力

し

た

。

昭

和

2

5

（

1

9

5

0

）

年

に

は
秋
田
学
生
音
楽
連
盟
を
結
成
し
、
そ

の
翌
年
に
は
月
刊
紙
『
音
楽
秋
田
』
を

発
刊
。
秋
田
の
人
た
ち
が
素
晴
ら
し
い

音
楽
に
親
し
む
接
点
を
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
ち
で
つ
く
り
上
げ
た
。

昭

和

3

4

（

1

9

5

9

）

年

1

0

月

1

1

日

、

樹
人
は
秋
田
市
楢
山
の
自
宅
で
7
4
年
の

生
涯
を
閉
じ
た
。
樹
人
か
ら
教
え
を
受

け
た
学
生
た
ち
は
、
の
ち
に
秋
田
や
全

国
の
音
楽
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
に
成

長
し
た
。
そ
し
て
彼
が
作
っ
た
歌
は
、

今
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

●
参
考
資
料
／
『
小
田
島
樹
大
　
人
と
音
楽
』

（
小
田
島
樹
大
先
生
顕
彰
会
）
、
秋
田
県
広

報
協
会
編
『
秋
田
人
物
風
土
記
（
続
）
』
（
昭
和

書
院
）
、
佐
川
馨
「
【
研
究
報
告
】
小
田
島
樹

人
の
生
涯
と
教
育
実
践
」
（
『
音
楽
表
現
学
』

V
O
－
・
1
2
、
2
0
1
4
）

●
協
力
・
写
真
提
供
／
小
田
島
輝
夫
氏
、
秋
田

県
立
博
物
館
「
秋
田
の
先
覚
記
念
室
」


